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課題キャッチャーの運用

令和５年度 地域課題の抽出に関する報告

地域相談支援センターアベク

小林 珠美子

１．「課題キャッチャー」とは

適切に地域の課題を抽出するために、多摩区地

域自立支援協議会独自で、試行的に令和４年度

から始めた課題を整理する方法。

資料２
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２．課題とは

困ったなあ…

実はみんな
困っていた！！

３．なぜ課題整理が重要？

地域の社会資源の開発（自立支援協議会の役割のひとつ）

あったらいいなという仕組み・制度等

さまざまな課題を整理して取り組む
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４．これまでの課題整理の課題

・課題整理票の回収率が上がらない。

・「個別の支援上の課題」の印象が強く、書き上がってきた中か

ら地域の課題をくみ取りづらい。

・課題整理にあたり解決策として「社会資源化」をめざす視点が

必要だが、そのことが伝わりきれていなかった。

・各区の協議会としてどこまで、何ができるのかの共有がむずか

しい。

５．令和４年度からの課題整理

これまでの課題整理の課題をふまえ、新たな課題整理の方

法を多摩区地域自立支援協議会企画運営会議で検討。

課題キャッチャー
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事例検討会や会議のなかで

「解決したらいいな」

と感じたことを

キャッチすることに集中する人が

いたらどうだろう？

（当番制）

６．課題キャッチャー①
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課題キャッチャー整理票
整
理
票

番
号 抽出場面にて聞き取った内容 企画運営会議で出た意見 焦点化した結果 分類

（〇をつける）

①

A協議会として取り組むもの。
B市の施策に反映するもの。
C各関係機関の業務として行うもの。
D他分野・地域と共有
Eその他（研修会・企画を実施する等）

②

A協議会として取り組むもの。
B市の施策に反映するもの。
C各関係機関の業務として行うもの。
D他分野・地域と共有
Eその他（研修会・企画を実施する等）

③

A協議会として取り組むもの。
B市の施策に反映するもの。
C各関係機関の業務として行うもの。
D他分野・地域と共有
Eその他（研修会・企画を実施する等）

課題キャッチャー整理票記入例
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６．課題キャッチャー② 進め方

その１ 事例検討直後に「解決できたらいいな」と感じたことを

担当者が思ったまま「課題キャッチャー整理票」に書き

留める。

その２ 企画運営会議で意見交換をし、「想い」のなかから課題

をみつけていく （焦点化）。

その３ 会議で「A協議会として取り組むもの」とそうでないもの

B～Eに分類する（課題の振り分け）。

６．課題キャッチャー② 進め方（続き）

その４ 会議で出た意見を課題整理票に落とし込む（課題を整

理する過程の保存）。

その５ 「A協議会として取り組むもの」に選ばれたものの一覧

表を作成し、整理・保存する。

その６ 優先順位を決めて、次のワーキングを選定する。
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課題のまとめ

７．「A協議会として取り組むもの」からワーキングしたもの

①高齢者支援との連携体制の構築が必要

令和４年度取り組み・地域包括支援センターと障害者相談支援センターが連携を図る連絡

会を開催し、地域ごとの繋がりをもった。令和５年度より連絡会は北部基幹相談支援セン

ターが担当することとなった。（＝社会資源となった。）

②ヘルパーに障害特性を知ってもらい自立を促す支援に繋

げるには

令和５年度ワーキングにて取り組み中「ヘルパーの障害特性理解について」
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８．令和４年度の取り組み結果

○効果
・課題整理する機会を以前よりも増やすことができた。

・日常のなかで企画運営会議の構成員が課題を意識しやすくなった。

・焦点化を見える形で残すことができ、ふりかえりがしやすくなった。

・くりかえし出てくる問題を認識しやすくなった。

８．令和４年度の取り組み結果（続き）

△改善したい点
・会議の人数が１０数名と意見集約がしづらかった。

・焦点化の時間が不足していた。

・相談支援以外からも課題を直接くみ取る方法を併用していく必要が

あるのではないか？

業務の効率化

が必要
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９．令和５年度の課題キャッチャー①

①少人数のチーム制を採用。課題整理チームで焦点化したものを企

画運営会議に諮り、構成員全員の承諾を得る方式に変更した。

（チーム構成員４名：区・基幹・リハビリテーションセンター・地域型から１名ずつ）

②課題をキャッチする担当は当番制。（昨年度と同様）

③課題キャッチャー整理票が提出されたら、チームの中で意見を記入

する担当者を決め、その意見を軸に意見交換をしながら焦点化業を

進めている。

④課題の抽出先を拡げることを検討中

・個別の支援、GSV（事例検討会）、サービス調整会議のほか北部地域相談

支援事業所連絡会で集まった意見からの課題抽出。

・相談支援以外から課題を直接くみ取る方法について。

９．令和５年度の課題キャッチャー②
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ご清聴ありがとうございました。


